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花
屋
玉
栄
詠

『源
氏
物
語
巻
名
和
歌
』

（解
題
と
計
刻
）

玉
栄
は
、

『顕
伝
明
名
録
』
に

「玉
栄
　
南
都
比
丘
尼
慶
福
院
近
衛
植

家
公
息
女

《尼
》
」
と
あ
り
、　
冥
讐
保
と

を
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）

の
六
十
九
歳
に
、

『玉
栄
集
』
を
慶
長
七
年

（
一
六
〇
一
）

の
七
十
七
歳

に
執
筆
し
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の

『源
氏
物
語
』
研
究
の
様
相
と
と
も
に

す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る

（
コ
装
中研
究
資
料
集
』
解
題
、
碧
沖
洞
叢

書
第
八
十
七
諄じ

。
父
の
稽
家
を
は
じ
め
、
近
衛
家
は

『源
氏
物
〓
巴

と

深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
影
響
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
が
、
ま
た
女
性
の
立
場
か
ら
独
自
の
解
釈
も
し
て
お
り
、
さ
ら
に

ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
蔵
さ
れ
る

『源
氏
物
語
絵
巻
』
六
巻
は
玉

栄
に
よ
る
天
文
二
十
三
年

（
一
五
五
四
）
の
作
と
さ
れ
る

（
マ
ガ
レ
ッ
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ス

「
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵

コ
悸
擦
肇
医
雲
菖

」

目
製
“国
文
」
昭
和
五
十
六
年
七
月
）
。
こ
れ
ま
で
玉
栄
の
動
向
は
晩
年

し
か
明
ら
か
で
な
か
っ
た
が
、
こ
の
絵
巻
の
存
在
に
よ
っ
て
若
千
二
十
九

歳
で
す
で
に

コ
藝
弊
塑
澁Ｌ

と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
五
十
四
巻
の
絵
画
化
と
い
う
絵
と
の
関
係
も
あ

伊

井

　

言

る
わ
け
で
、
こ
れ
は
当
時
の
絵
巻
や
色
紙
画
帖
の
場
面
の
問
題
と
も
か
ら

み
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

こ
こ
で
、
も
う

一
つ
玉
栄
の
作
品
を
紹
介
し
、
彼
女
の
業
績
に
加
え
た

く
思
う
。
陽
明
文
庫
の
文
書

（七
六
五
七
四
）
に
納
め
ら
れ
て
い
る
、
素

紙
に
書
写
さ
れ
て
装
丁
な
ど
さ
れ
な
い
ま
ま
巻
か
れ
た

『源
氏
物
語
巻
名

和
歌
』

（仮
題
）
で
、
こ
れ
に
は
五
十
四
帖
五
十
四
首
の
巻
名
歌
が
見
え

る
。

一
首
二
行
書
き
、
頭
部
に
巻
序
が
記
さ
れ
る
。
巻
末
に
は
、

す
ぢ
な
き
事
共
に
て
心
に
ま
か
せ
ま
い
ら
せ
候
て
候
へ
ど
も
、
書
う

つ
し
て
ま
い
ら
せ
候

天
正
十
七
菊
月
十
九
日
　
花
屋
玉
栄
六
十
四
才

と
あ
り
、
天
正
十
七
年

（
一
五
八
九
）
九
月
十
九
日
に
六
十
四
歳
の
玉
栄

が
、
人
の
求
め
に
よ
り
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
る
と
、
こ
の
巻

名
歌
を
詠
ん
だ
の
は
、
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
か
。

永
青
文
庫
蔵

『古
筆
手
鑑
』
に

「慶
福
院
殿
玉
栄
」
と
し
て
、

等
火
の
ほ
か
け
ほ
の
か
に
ゆ
ふ
や
み
の
琴
を
ま
く
ら
の
よ
ひ
の
う
た
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ゝ
ね
野
分
ふ
く
朝
に
花
の
色
ノ
ヽ
を
お
も
ひ
く
ら
へ
し
秋
の
夕
霧

と

一
首

一
行
書
き
に
よ
る
二
首
の
歌
切
が
押
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

『源

氏
物
語
』
の

「等
火
」
と

「野
分
」
の
巻
名
歌
で
あ
る
と
わ
か
る
。
し
か

も
、
本
稿
に
翻
刻
し
た
二
巻
と
、
漢
字
か
な
づ
か
い
は
異
な
る
も
の
の
、

筆
跡
と
歌
の
内
容
は
ま
っ
た
く

一
致
す
る
。
こ
れ
な
ど
も
、
依
頼
さ
れ
て

書
写
し
た
巻
名
歌
が
、
切
断
さ
れ
て
手
鑑
に
押
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
玉
栄
の
巻
名
歌
断
簡
は
、
右
の
一
葉
し
か

一見
い
だ
し
て
い
な
い
。
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